【史料紹介】笹野観音堂史料に関する研究（一） by 小幡 知之 et al.
は
じ
め
に
　
米
沢
市
笹
野
本
町
に
所
在
す
る
幸
徳
院
の
観
音
堂
で
あ
る
「
笹
野
観
音
堂
」（
米
沢
市
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
））
は
、
米
沢
藩
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
ま
た
堂
自
体
の
規
模
が
大
き
く
、
茅
葺
の
大
き
な
屋
根
を
か
け
、
建
物
に
取
り
付
く
彫
り
物
類
も
多
数
あ
り
、
そ
の
存
在
感
か
ら
か
ね
て
よ
り
著
名
で
あ
っ
た
。
今
般
、
建
築
史
学
の
視
点
か
ら
当
堂
を
改
め
て
調
査
す
る
機
会
が
あ
り
、
様
々
な
特
徴
を
見
い
出
し
た
が
、
そ
の
過
程
で
幸
徳
院
に
多
数
の
古
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。
そ
れ
ら
は
当
堂
再
建
に
関
わ
る
も
の
が
多
く
、
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、『
置
賜
文
化
』
第
四
九
号
（
置
賜
史
談
会
、
一
九
七
一
年
）
に
一
部
が
紹
介
さ
れ
る
の
み
で
、
翻
刻
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
内
容
に
対
す
る
分
析
や
評
価
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
史
学
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、ま
ず
は
解
読
を
試
み
、
さ
ら
に
内
容
を
分
析
し
な
が
ら
、
他
の
古
文
書
と
も
比
較
検
討
し
つ
つ
、
当
堂
建
立
に
関
わ
る
経
緯
、
関
わ
っ
た
人
々
、
建
築
の
様
相
な
ど
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
提
起
が
な
さ
れ
、
多
く
の
研
究
者
の
ご
賛
同
を
得
る
に
至
り
、
笹
野
観
音
堂
史
料
研
究
会
を
組
織
し
た
。
　
こ
の
研
究
会
に
よ
っ
て
、
当
堂
は
も
と
よ
り
米
沢
藩
や
藩
内
の
情
勢
に
つ
い
て
新
た
な
研
究
視
点
を
設
定
す
る
こ
と
に
貢
献
出
来
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
・
笹
野
観
音
堂
史
料
研
究
会
　
小
幡　
知
之
（
山
形
工
科
短
期
大
学
校
）
＝
代
表
　
小
林　
文
雄
（
米
沢
女
子
短
期
大
学
）
　
原　
淳
一
郎
（
米
沢
女
子
短
期
大
学
）
　
布
施　
賢
治
（
米
沢
女
子
短
期
大
学
）
　
角
屋
由
美
子
（
米
沢
市
上
杉
博
物
館
）
　
佐
藤
正
三
郎
（
米
沢
市
上
杉
博
物
館
）
　
石
黒　
志
保
（
市
立
米
沢
図
書
館
）
　
宮
田　
直
樹
（
米
沢
市
教
育
委
員
会
）
一
、
笹
野
観
音
堂
の
概
要
　
構
造
形
式
は
、
正
面
桁
行
三
間
、
側
面
梁
間
四
間
、
組
物
は
三
手
先
、
軒
は
二
軒
繁
垂
木
、
屋
根
は
入
母
屋
造
、
茅
葺
で
、
軒
唐
破
風
と
千
鳥
破
風
が
設
け
ら
れ
る
。
正
面
一
間
通
り
を
吹
き
放
し
と
し
、
妻
飾
り
は
二
重
虹
梁
斗
栱
大
瓶
束
。
建
立
年
代
は
、
棟
札
、
古
文
書
お
よ
び
構
造
形
式
か
ら
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
当
堂
は
、
比
較
的
規
模
が
大
き
く
、
正
面
側
に
彫
り
物
が
多
く
配
さ
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
華
美
に
流
れ
ず
、
社
寺
建
築
と
し
て
手
堅
く
ま
と
め
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
彫
り
物
は
、
細
部
に
わ
た
っ
て
相
当
に
凝
っ
た
造
り
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
内
部
も
須
弥
壇
周
り
を
中
心
に
塗
り
や
彩
色
で
華
や
か
に
荘
厳
史
料
紹
介笹
野
観
音
堂
史
料
に
関
す
る
研
究
（
一
）
笹
野
観
音
堂
史
料
研
究
会
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し
て
お
り
、
一
見
素
木
の
簡
朴
な
仏
堂
の
よ
う
で
い
て
、
装
飾
性
が
高
い
。
　
本
尊
背
後
に
羽
黒
権
現
を
祀
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
祭
祀
法
は
珍
し
く
、
文
献
か
ら
遅
く
と
も
桃
山
期
ま
で
遡
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
神
仏
習
合
の
一
形
態
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
　
ま
た
、歴
代
の
領
主
や
藩
主
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
が
様
々
な
記
録
か
ら
判
明
し
、
藩
主
な
ど
の
参
詣
や
代
参
、
藩
主
か
ら
の
寄
進
な
ど
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
当
堂
の
修
理
・
再
建
に
は
歴
代
藩
主
が
関
わ
り
、
藩
の
役
人
も
多
く
携
わ
っ
て
い
て
、
ほ
ぼ
藩
の
公
的
事
業
と
見
な
し
う
る
。
現
存
す
る
天
保
年
間
の
当
堂
に
も
経
費
や
工
事
の
面
で
藩
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
堂
は
米
沢
藩
に
と
っ
て
重
要
な
施
設
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
二
、
笹
野
観
音
堂
に
関
す
る
歴
史
資
料
（
古
文
書
等
）
に
つ
い
て
　
幸
徳
院
に
は
、
笹
野
観
音
堂
建
立
に
特
に
関
わ
る
文
書
と
し
て
、「
萬
歳
録
」・「
大
元
帳
」・「
公
願
録
」・「
工
証
録
」・「
元
〆
録
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
再
建
年
代
の
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
を
中
心
に
集
中
的
に
記
録
さ
れ
た
も
の
で
、
個
々
の
記
述
量
も
多
く
、
全
体
を
合
わ
せ
る
と
大
部
の
記
録
と
な
る
。
再
建
願
い
か
ら
準
備
、
普
請
中
の
様
々
な
記
録
、
普
請
に
関
わ
る
勘
定
、
建
立
に
関
わ
っ
た
職
人
や
建
築
材
料
等
の
経
費
、
寄
進
者
の
名
前
や
寄
進
し
た
金
額
・
物
品
、
そ
し
て
竣
工
後
の
法
要
な
ど
一
連
の
流
れ
が
追
う
こ
と
が
で
き
、
極
め
て
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
本
研
究
は
こ
れ
ら
の
文
書
を
対
象
と
す
る
。
ま
た
、棟
札
類
に
は
、
再
建
時
と
判
断
で
き
る
天
保
一
四
年
の
年
紀
を
持
つ
も
の
を
始
め
、
関
連
す
る
も
の
が
五
枚
あ
り
、
再
建
の
様
子
を
明
確
に
伝
え
て
い
る
。
こ
の
他
に
前
身
建
物
を
含
め
た
什
物
帳
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
以
上
の
記
録
は
、
笹
野
観
音
堂
再
建
前
後
の
様
子
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
堂
の
貴
重
な
記
録
で
も
あ
る
が
、
さ
ら
に
は
江
戸
期
の
藩
に
深
い
関
わ
り
が
あ
る
堂
舎
の
普
請
に
つ
い
て
様
々
な
知
見
を
提
供
す
る
と
い
う
意
味
で
も
大
変
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
三
、
笹
野
観
音
堂
に
関
す
る
古
文
書
の
解
読
に
つ
い
て
　
本
研
究
会
で
は
、「
萬
歳
録
」・「
大
元
帳
」・「
公
願
録
」・「
工
証
録
」・「
元
〆
録
」
の
五
冊
の
史
料
の
解
読
（
翻
刻
）
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
二
〇
二
〇
年
度
は
こ
の
う
ち
の
「
萬
歳
録
」
と
「
工
証
録
」
の
二
冊
を
解
読
し
た
。
　
な
お
、
解
読
作
業
は
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
で
各
史
料
の
解
読
範
囲
を
分
担
し
て
解
読
し
、
集
約
す
る
方
式
で
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
分
の
史
料
の
解
読
に
は
市
立
米
沢
図
書
館
の
青
木
昭
博
氏
の
協
力
を
得
た
。
　
次
年
度
以
降
も
引
き
続
き
他
の
三
冊
の
史
料
の
解
読
を
進
め
、
ま
ず
は
五
冊
の
史
料
の
全
容
の
解
読
を
目
指
し
て
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
・「
工
証
録
」
に
つ
い
て
（
解
説
）
　
「
工
証
録
」
は
、
笹
野
観
音
堂
の
再
建
に
際
し
て
、
原
材
料
・
造
作
（
部
材
等
）・
人
足
な
ど
の
数
量
や
費
用
な
ど
の
設
計
に
関
す
る
事
項
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
再
建
普
請
に
関
係
し
た
大
工
棟
梁
な
ど
の
職
人
・
藩
役
人
・
商
人
・
村
関
係
者
・
寺
院
・
地
域
な
ど
の
名
前
が
具
体
的
に
判
明
し
、
そ
の
役
割
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
史
料
の
後
半
で
は
、
観
音
堂
竣
工
後
の
「
入
仏
供
養
」
に
際
し
て
の
献
立
や
整
え
た
必
要
な
諸
物
品
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
笹
野
観
音
堂
再
建
普
請
に
つ
い
て
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
で
あ
る
。
・「
萬
歳
録
」
に
つ
い
て
（
解
説
）
　
「
萬
歳
録
」
は
、
笹
野
観
音
堂
再
建
の
た
め
に
「
日
々
勤
行
」
し
た
人
々
の
姓
名
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
謹
行
」
は
、
近
隣
地
域
な
ど
へ
の
「
勧
化
」
に
廻
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
天
保
一
三
年
二
月
か
ら
翌
天
保
一
四
年
三
月
ま
で
の
約
一
年
一
ヶ
月
の
間
に
の
べ
七
四
七
名
も
の
名
前
が
記
さ
－ 130 －
れ
て
お
り
、
天
保
一
四
年
三
月
か
ら
閏
九
月
分
に
つ
い
て
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
　
笹
野
観
音
堂
の
再
建
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
渡
辺
廣
繁（
渡
部
伊
右
衛
門
）
の
手
に
よ
る
冒
頭
の
文
章
に
よ
れ
ば
、
も
と
は
「
萬
世
録
」
と
し
て
「
本
尊
の
前
」
に
秘
蔵
し
、「
萬
々
世
家
門
繁
栄
求
願
成
就
、
悉
地
円
満
の
祈
念
」
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
作
成
さ
れ
た
と
い
う
。
　
笹
野
観
音
堂
の
再
建
に
あ
た
っ
て
、
精
力
的
に
携
わ
っ
た
関
係
者
の
人
名
が
知
ら
れ
る
史
料
で
あ
る
。
四
、
史
料
解
読
の
凡
例
一　
史
料
の
解
読
に
あ
た
っ
て
は
、
つ
と
め
て
原
文
書
の
形
に
沿
う
よ
う
に
留
意
し
た
。
二　
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
使
用
し
、
常
用
漢
字
以
外
の
も
の
は
正
字
に
改
め
た
。
三　
本
文
に
は
、
適
宜
、
読
点
「
、」、
並
列
点
「
・
」、
返
点
な
ど
を
付
し
た
。
四　
印
章
な
ど
は
、（
印
）
の
よ
う
に
記
し
た
。
五　
欠
損
や
判
読
不
能
の
場
合
、
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
は
■
■
で
示
し
た
。
（
小
幡
知
之
・
宮
田
直
樹
）
　
な
お
、
本
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
幸
徳
院
住
職
酒
井
龍
晃
様
か
ら
全
面
的
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
工
証
録
」
解
読
（
表
紙
）
工
証
録
　
　
　
覚
一
四
千
百
拾
人　
　
大
工
人
数　
　
　
一
弐
千
八
百
人　
人
足
一
三
百
人　
　
　
　
家
根
葺　
　
　
　
一
金
六
両
也　
　
石
切　
　
　
　
　
　
　
　
一
百
七
拾
五
貫
文　
木
挽
本
山　
　
　
一
金
三
拾
両
也　
金
道
具
　
　
　
　
　
　
　
　
七
百
人
一
金
弐
拾
両
也　
　
枝
輪
作
料　
　
　
一
三
拾
貫
文　
　
大
工
小
家
弐
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
入
料　
　
　
　
　
　
　
一
四
貫
文　
　
　
　
糸
代　
　
　
　
　
一
金
五
両
也　
　
縄
代
一
金
拾
七
両
也　
　
紬
木
ほ
け　
　
　
一
金
弐
拾
両
也　
大
森
梓
山
　
　
　
　
　
　
　
　
小
木
組
共
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
材
木
入
料
一
二
拾
貫
文　
　
　
は
ね
き　
　
　
　
一
金
三
両
也　
　
大
欗
間
木
一
金
五
両
也　
　
　
脇
欗
間
木
弐
本　
一
金
六
両
也　
　
持
送
り
木
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
数
一
金
六
両
也　
　
　
ゑ
や
う
肱
木　
　
一
金
拾
八
両
也　
枝
輪
板
一
金
三
両
也　
　
　
蟇
俣　
　
　
　
　
一
百
弐
拾
貫
文　
大
工
夫
陳
（
賃
ヵ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
具
一
百
貫
文　
　
　
　
世
話
料　
　
　
　
一
金
五
両
也　
　
是
迄
諸
入
用
　
　
〆
金
四
百
六
拾
弐
両
三
分
也　
　
　
　
右
江　
一
金
拾
壱
両
弐
分
也　
梓
山
残
木
払
見
込
ト
シ
テ
　
　
　
　
さ
し
引
残
金
四
百
五
拾
壱
両
壱
分
也
　
　
　
造
作
之
杣
一
三
拾
六
貫
五
百
五
十
文　
落
し
板　
一
弐
拾
九
貫
文　
　
　
椽
板
一
弐
拾
九
貫
文　
　
　
御
宝
前
椽
板　
一
五
貫
八
百
文　
　
　
階
子
弐
脚
南
北　
一
拾
三
貫
五
十
文　
　
上
り
檀
前
通
り
一
三
拾
四
貫
八
百
文　
高
欗　
四
方
一
弐
拾
貫
三
百
文　
　
内
神
敷
板　
　
一
拾
貫
百
五
十
文　
　
御
宝
前
敷
板
一
弐
拾
六
貫
百
文　
　
須
弥
檀　
　
　
一
拾
壱
貫
六
百
文　
　
御
宝
前
裏
板
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
天
上
一
四
貫
三
百
五
十
文　
内
神
内
裏
板　
一
六
拾
六
貫
七
百
文　
内
神
折
上
天
上
一
四
拾
六
貫
四
百
文　
唐
戸
四
間　
　
一
拾
壱
貫
六
百
文　
　
組
子
戸
前
壱
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ふ
ふ
ち
こ
し
板
共
ニ
一
七
貫
弐
百
文　
　
裏
神
組
子
ゑ
ん　
一
八
百
七
十
文　
内
神
敷
居
三
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
檀
共
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
弐
拾
九
貫
文　
長
押
寄
せ
敷
板　
　
一
五
拾
八
貫
文　
引
前
墨
形
扉
共
ニ
　
　
　
　
　
　
鴨
居
方
立
口
ノ
戸
共
ニ
　
作
料
〆
四
百
四
拾
貫
六
百
弐
十
文
　
　
右
材
木
代　
一
金
拾
八
両
也
　
　
二
口
合　
金
拾
八
両
ト
銭
四
百
四
拾
貫
六
百
弐
十
文
　
　
　
釘
金
具
之
覚
一
金
七
両
也　
　
唐
戸
金
具　
　
　
　
一
金
壱
両
也　
須
弥
檀
ノ
釘
一
壱
両
壱
分
也　
長
押
平
ノ
金
具　
　
一
金
四
両
也　
長
押
角
ノ
金
具
一
壱
両
也　
　
　
高
欗
ノ
金
具　
　
　
一
壱
分
也　
　
大
坂
錠
一
壱
分
也　
　
　
組
子
ノ
金
具　
　
　
一
四
拾
貫
文　
六
寸
釘
千
弐
百
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椽
板
之
分
一
四
貫
五
百
文　
四
寸
釘
三
百
本　
　
一
拾
貫
文　
　
御
蔵
三
寸
釘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
千
五
百
本
一
三
貫
五
百
文　
合
ノ
釘
五
千
本
　
　
　
　
　
　
　
う
ら
板
分
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〆
金
拾
四
両
三
分
ト
銭
四
百
五
拾
八
貫
六
百
弐
十
文
　
　
　
此
金
詰
〆
金
七
拾
両
三
分
ト
銭
五
百
四
十
文
一
金
弐
拾
両
也　
塗
彩
色
代
共
ニ　
　
一
金
四
両
也　
唐
戸
塗
代
前
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
下
候
分
　
　
大
〆
金
百
弐
拾
七
両
弐
分
ト
銭
五
百
四
十
文
　
　
　
唐
破
風
之
杣
一
壱
貫
文　
も
や
上
之
虹
梁
壱
本　
　
一
弐
貫
文　
　
　
平
桁
壱
挺
一
弐
貫
文　
同
下
ノ
虹
梁
壱
本　
　
　
一
弐
貫
文　
　
　
前
包
壱
挺
一
四
貫
文　
も
や
垂
木　
　
　
　
　
　
一
四
貫
八
百
文　
輪
た
る
き
長
八
尺
一
三
貫
文　
箱
棟
は
ら
板　
　
　
　
　
一
壱
貫
文　
　
　
の
し
板
一
五
貫
文　
は
り
板
五
間　
　
　
　
　
一
壱
貫
五
百
文　
か
ハ
ら
壱
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
間
半
も
の
一
五
貫
文　
う
ら
か
わ
し
な
板　
　
　
一
五
貫
文　
　
　
や
ね
板
十
間
一
三
貫
文　
は
ね
木
三
本　
　
　
　
　
一
拾
五
貫
文　
　
家
根
葺
料
一
拾
両
也　
大
工
作
料　
　
　
　
　
　
一
弐
貫
四
百
文　
釣
り
か
ね
　
　
　
　
　
弐
百
四
十
人
位
一
壱
両
也　
釘
か
す
か
ひ　
　
　
　
　
一
三
拾
四
貫
文　
人
足
弐
百
人
　
　
〆
金
弐
拾
四
両
也
右
之
通
拙
者
共
精
誠
相
尽
書
上
申
処
、
被
届
無
相
違
御
普
請
成
就
可
仕
候
、
右
之
外
聊
余
分
之
金
子
頂
戴
仕
間
敷
候
、
斯
大
加
藍
御
普
請
棟
梁
職
蒙　
仰
、
善
時
節
生
逢
何
ケ
成
宿
縁
与
冥
加
至
極
難
有
合
掌
之
外
他
事
無
御
座
候
、
為
神
証
差
上
申
一
札
、
仍
如
件
　
天
保
十
三
年
六
月　
　
　
　
同
元
〆
役　
斎
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
工
棟
梁　
渋
谷
嘉
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同　
　
　
　
飯
酒
盃
鼎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同　
　
　
　
房
間
次
右
衛
門
　
　
　
　
小
嶋
秀
之
助
殿
　
　
　
　
池
田
壮
蔵
殿
　
　
　
　
今
泉
善
次
殿
　
　
　
　
内
須
川
伊
右
衛
門
殿
右
棟
梁
申
出
之
金
高
我
々
立
会
聊
無
相
違
可
為
致
成
就
候
間
、
安
心
可
被
致
候
、
為
同
証
仍
如
件
　
　
天
保
十
三
年
六
月　
　
　
　
　
　
　
内
須
川
伊
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
善
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
壮
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
嶋
秀
之
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
六
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
伊
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
河
江
佐
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
半
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
谷
彦
総
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
宗
四
郎
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
倉
冨
蔵
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
仁
兵
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
殿
－ 133 －
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
森
佐
四
郎
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
分
味
之
蔵
殿
　
　
　
右
杣
之
内
一
金
三
拾
両
者　
　
　
　
　
　
　
　
正
金
　
右
之
通
請
取
申
処
実
正
也
、
仍
如
件
　
　
天
保
十
三
年
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
嘉
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
酒
盃
鼎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
間
次
右
衛
門
　
　
　
　
　
法
音
寺
様　
御
納
所
一
金
三
拾
両
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
金
　
　
右
之
通
請
取
申
処
実
正
也
、
仍
如
件
　
　
　
天
保
十
三
年
八
月
三
日　
　
　
　
　
斎
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
嘉
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
酒
盃
鼎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
間
次
右
衛
門
　
　
　
　
　
今
泉
善
次
殿
　
　
　
　
　
内
須
川
伊
右
衛
門
殿
一
金
七
拾
両
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
金
　
　
右
之
通
請
取
申
処
実
正
也
、
仍
如
件
　
　
　
　
天
保
十
三
年
九
月
十
五
日　
　
　
斎
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
嘉
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
酒
盃
鼎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
間
次
右
衛
門
　
　
　
　
　
今
泉
善
次
殿
　
　
　
　
　
内
須
川
伊
右
衛
門
殿
一
金
五
拾
四
両
也　
　
　
　
　
　
　
　
正
金
　
　
右
之
通
請
取
申
処
実
正
也
、
仍
如
件
　
　
　
　
天
保
十
三
年
十
二
月
四
日　
　
　
斎
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
嘉
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
酒
盃
鼎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
間
次
右
衛
門
　
　
　
　
　
今
泉
善
次
殿
　
　
　
　
　
内
須
川
伊
右
衛
門
殿
一
金
弐
拾
両
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
金
　
　
右
之
通
請
取
申
處
実
正
也
、
仍
如
件
　
　
　
　
天
保
十
三
年
十
二
月
廿
日　
　
斎
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
嘉
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
酒
盃
鼎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
間
次
右
衛
門
　
　
　
天
保
十
四
年
四
月
四
日
調
一
金
四
百
五
拾
壱
両
壱
分
也　
　
　
　
天
保
十
三
年
六
月
よ
り
御
普
請
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
根
骨
御
成
就
迄
御
杣
高
如
上
一
金
弐
拾
四
両
也　
　
　
　
　
　
　
　
唐
破
風
之
杣
高
一
金
七
両
弐
分
也　
　
　
　
　
　
　
　
獅
子
象
杣
高
　
　
〆
金
四
百
八
拾
弐
両
三
分
也
　
　
右
之
内
　
　
一
金
七
両
三
分
也　
　
　
　
　
房
間
次
右
衛
門
－ 134 －
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
酒
盃
鼎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
嘉
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
右
棟
梁
四
人
望
を
以
大
工
面
々
相
働
を
以
御
寄
附
、
如
上
　
　
残
而
金
四
百
七
拾
五
両
也
一
百
廿
七
両　
御
造
作
一
式　
　
　
　
　
一
九
両
也　
被
成
下
候
不
足
　
　
弐
分
也　
但
別
帳
御
杣
之
通
如
上　
　
　
　
　
　
お
の
か
ら
よ
し
一
五
両
也　
唐
破
風
け
ん
き
よ
鳳
凰　
　
一
四
両
也　
け
ん
き
よ
の
ひ
れ
一
三
両
也　
衝
破
風
け
ん
き
よ　
　
　
　
一
弐
両
也　
千
鳥
破
風
の
け
ん
き
よ
一
拾
両
也　
御
室
口
中
莫
大
欄
間　
　
　
一
七
両
也　
御
室
口
右
欄
間
一
七
両
也　
同
左
欄
間　
　
　
　
　
　
　
一
弐
拾
両
也　
御
拝
口
敷
石
并
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廻
石
二
重
積
ニ
テ
　
〆
金
六
百
七
拾
七
両
壱
分
也
　
　
右
之
内
　
　
一
金
弐
拾
八
両
三
分
也　
大
工
別
働
を
以
御
寄
附
　
　
指
引
残　
金
六
百
四
拾
八
両
弐
分
也
一
壱
両
三
分
弐
朱
也　
幸
徳
院
家
根　
一
壱
分
弐
朱
也　
銅
綱
の
台
ほ
ね
共
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吹
替
門
手
入
一
壱
両
弐
分
弐
朱
也　
梁
上
ヶ
入
用　
一
八
両
弐
分
也　
四
人
棟
梁
江
祝
儀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
懸
り　
　
　
　
　
　
壱
両
弐
分
ツ
ヽ
外
ニ
上
下
壱
具
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ヽ
代
弐
分
弐
朱
ツ
ヽ
合
如
上
一
金
五
両
也　
　
　
　
大
額
壱
面　
　
一
壱
両
也　
く
し
祭
り
屋
ね
吹
三
人
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祝
儀
并
い
わ
ひ
之
餅
ま
き
銭
共
ニ
一
金
四
両
壱
分
弐
朱
也
　
　
　
弐
貫
弐
百
六
十
文　
勧
化
札
打
直
し
釘
代　
　
　
　
　
　
廿
壱
貫
百
七
十
文　
大
工
七
拾
三
人
外
ニ
札
代
　
　
　
壱
貫
弐
百
七
十
文　
人
足
拾
壱
人　
　
　
　
一
拾
両
也　
内
神
欄
間
三
間
　
　
　
百
文　
　
　
　
　
　
な
は
代　
　
　
　
　
　
　
　
中
喜
一
間
・
政
吉
弐
間
　
　
　
壱
貫
五
百
文　
　
　
り
う
久
五
枚
　
　
　
壱
貫
八
百
弐
十
文　
枕
木
八
本
・
階
子
弐
脚　
一
四
両
也　
門
前
先
大
地
　
　
　
三
貫
文　
　
　
　
　
板
拾
五
間
挽
賃
駄
賃　
　
　
　
蔵
堂
大
破
損
、
手
入
　
　
　
〆
三
拾
壱
貫
七
百
弐
十
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋
ね
成
就
迄
　
　
　
　
此
金
四
両
壱
分
弐
朱
五
百
五
十
文
　
　
　
　
　
右
之
内
五
百
五
十
文
引
銭
如
上
一
壱
両
也　
さ
い
せ
ん
箱
　
総
御
成
就
迄
悉
皆
杣
高
　
〆
金
六
百
八
拾
六
両
壱
分
也
右
之
通
拙
者
共
精
誠
相
尽
書
上
申
処
、
被
届
無
相
違
御
普
請
成
就
可
仕
候
、
右
之
外
聊
余
分
之
金
子
頂
戴
仕
間
敷
候
、
斯
大
加
藍
御
普
請
棟
梁
職
蒙　
仰
、
善
時
節
生
逢
何
ヶ
成
宿
縁
と
冥
加
至
極
難
有
合
掌
之
外
、
他
事
無
御
座
候
、
為
神
証
差
上
申
一
札
、
仍
如
件
　
天
保
十
四
年
四
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
元
〆
役　
斎
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
工
棟
梁　
渋
谷
嘉
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同　
　
　
　
飯
酒
盃
鼎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同　
　
　
　
房
間
次
右
衛
門
　
　
　
江
部
長
左
衛
門
殿
　
　
　
小
嶋
秀
之
助
殿
　
　
　
池
田
壮
蔵
殿
　
　
　
小
山
源
介
殿
　
　
　
今
泉
善
次
殿
　
　
　
内
須
川
伊
右
衛
門
殿
－ 135 －
右
棟
梁
申
出
之
金
高
我
々
立
会
聊
無
相
違
可
為
致
成
就
候
間
、
安
心
可
被
致
候
、
又
而
同
証
、
仍
如
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
須
川
伊
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
善
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
源
介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
壮
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
嶋
秀
之
助
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
部
長
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
音
寺　
宥
善
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
六
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
伊
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
河
江
佐
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
彦
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
半
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
宗
四
郎
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
倉
冨
蔵
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
孝
介
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
木
次
佐
四
郎
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
谷
彦
総
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
分
味
之
蔵
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
伊
右
衛
門
殿
　
　
　
覚
一
九
百
六
拾
五
文　
前
机　
　
　
　
一
九
百
五
十
文　
燈
加
以
上
ヶ
弐
ツ
一
弐
貫
三
百　
勧
化
札
土
ノ
付
処　
一
弐
貫
三
百　
　
御
札
箱
　
　
　
五
十
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
文
一
八
百
七
十
文　
大
黒
之
台　
　
　
一
拾
壱
貫　
　
　
二
ツ
切
之
御
札
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
拾
五
文　
五
百
拾
三
枚
一
三
百
七
十
文　
帳
と
ん
壱
錠　
　
一
三
百
八
十
文　
箱
錠
壱
ツ
　
　
　
　
　
　
　
か
な
く
と
も
ニ
一
壱
貫
七
百　
　
鰐
口
之
尾　
　
　
一
拾
貫
文　
　
　
箱
檀
敷
板
　
　
　
六
十
文　
大
く
わ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塗
賃
一
三
百
文　
　
　
さ
る
錠
之
穴　
　
一
壱
貫
弐
百
文　
風
冷
下
ケ
稲
妻
　
　
　
　
　
　
　
板
か
ね
壱
枚　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
本
一
八
貫
七
百　
　
順
礼
札
張
場　
　
一
壱
貫
五
百
文　
腰
掛
台
弐
ツ
　
　
　
六
十
文
一
弐
貫
四
百
文　
五
間
階
子
弐
脚　
一
九
百
文　
　
　
立
机
五
ツ
一
壱
貫
弐
百
文　
大
塔
婆
弐
本　
　
一
三
百
文　
　
　
大
立
札
弐
本
一
壱
分
也　
　
　
屋
ね
ふ
き
祝
儀　
一
五
百
文　
　
　
御
■
台
塗
共
ニ
一
弐
拾
貫
文　
　
格
子
四
数
塗
賃　
一
壱
貫　
　
　
　
額
縁
塗
共
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
ニ　
　
　
七
十
文　
一
五
百
弐
十
文　
箱
錠
弐
ツ　
　
　
一
四
百
文　
　
　
く
さ
り
弐
本
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
か
け
之
分　
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
か
け
台
之
分
一
三
百
八
十
文　
箱
錠
壱
ツ　
　
　
一
五
貫
四
百　
　
勧
化
札
場
五
間
　
　
　
　
　
　
　
　
地
蔵
尊
分　
　
　
　
五
十
文　
　
之
処
一
壱
貫
五
百　
　
八
百
や
甚
兵
衛
払
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六
十
弐
文　
同　
　
藤
内
　
〆
壱
分
ト
銭
七
拾
八
貫
八
百
拾
七
文
一
拾
壱
両
弐
朱
也　
笹
埜
村
佐
五
右
衛
門
■　
一
拾
三
両
也
房
間
次
衛
門
・
飯
酒
盃
鼎
　
　
　
　
　
　
　
元
山
木
様
〆
高　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
嘉
蔵
・
斎
藤
吉
右
衛
門
一
壱
両
壱
分
也　
右
同
断
人
足
料
右
四
人
御
杣
之
上
御
普
請
無
滞
御
成
就
候
処
、右
棟
梁
共
勘
定
銘
細
工
数
今
泉
善
次
・
内
須
川
伊
右
衛
門
幷
施
主
方
立
会
相
改
之
処
、
工
数
千
人
余
懸
り
増
、
依
之
御
作
事
屋
御
頭
御
両
主
郡
割
所
御
両
主
江
御
沙
汰
ニ
相
及
候
処
、
格
別
之
御
吟
味
合
を
以
右
之
通
被
成
之
　
　
石
一
拾
三
両
弐
分
ト　
縁
石
山
腹
よ
り　
一
弐
拾
弐
貫　
敷
石
幅
三
間
半
七
間
半
　
　
　
　
五
十
文　
切
合
共
ニ　
　
　
　
三
百
弐
十
文
廿
四
坪
八
分
縁
石
除
き
一
四
貫
六
百　
　
　
敷
石
縁
十
八
間
半
一
拾
八
貫
六
百　
敷
石
作
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
拾
五
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
文
一
弐
貫
六
百　
　
右
石
三
坪
半
作
料　
一
五
貫
弐
百　
　
地
蔵
前
古
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
文　
七
坪
分
作
料
一
六
貫
五
百
文　
山
出
し
廿
六
人
分　
一
壱
貫
弐
百　
　
拝
殿
江
古
石
引
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
文　
人
足
五
人
分
一
弐
拾
壱
貫　
　
燈
籠
台
座　
　
　
　
一
五
貫
四
百
文　
縁
石
弐
丈
七
尺
　
　
　
　
三
百
六
十
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
取
合
方
迄
　
　
　
右
之
内
四
両
也　
　
　
　
　
　
立
町
施
主
よ
り
燈
籠
台
座
分
直
納
ス
　
　
　
　
此
銭
弐
拾
八
貫
四
百
八
十
文　
　
　
　
　
〆
金
拾
三
両
弐
分
ト
銭
五
拾
九
貫
五
百
四
十
文
一
弐
分
也　
石
工
五
右
衛
門　
御
賞
金　
一
壱
両
也　
池
内
良
介
石
山
礼
　
　
　
　
　
　
　
伝
左
衛
門
一
壱
分
ト　
　
　
石
切
諸
入
料　
　
　
　
　
一
三
分
ト　
石
駄
賃
〆
高　
　
五
貫
八
百
廿
四
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
三
貫
六
百
八
拾
五
文
一
三
拾
壱
貫　
　
本
堂
裏
前
後
　
　
　
九
拾
五
文　
山
堀
人
足
〆
金
拾
六
両
ト
銭
弐
百
貫
百
四
拾
四
文
　
　
　
　
　
　
　
此
金
二
拾
八
両
ト
七
百
八
拾
四
文
　
　
合
金
四
拾
四
両
ト
銭
七
百
八
拾
四
文
　
　
　
右
之
内
　
　
　
一
金
弐
拾
両
也　
四
月
六
日
渡
し
　
　
残
而　
金
弐
拾
四
両
ト
銭
七
百
八
拾
四
文
　
　
覚
一
弐
両
弐
分
也　
妻
虹
梁
上
飾
弐
ツ　
　
一
三
両
也　
向
拝
口
桁
隠
シ
六
ツ
一
五
両
也　
　
　
も
屋
桁
隠
シ
十　
　
　
一
二
両
也　
衝
か
さ
り
五
ツ
一
弐
両
二
分
也　
も
屋
か
ひ
る
ま
た
五
ツ
〆
金
拾
五
両
也
一
拾
九
貫　
　
寅
ノ
二
月
よ
り
五
月
迄　
一
拾
貫
文　
幸
徳
院
雪
隠
　
五
百
拾
九
文　
大
工
作
料
飯
酒
盃
鼎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
一
七
貫
八
百　
　
幸
徳
院
畳
廿
帖　
　
　
一
三
分
ト　
　
黒
椀
五
十
人
前
　
　
六
十
文　
　
表
替　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
廿
五
文　
瀬
戸
皿
百
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
碗
十　
土
瓶
壱
一
三
両
也　
　
　
唐
戸
鉄
金
具
増　
　
　
一
壱
貫
四
百
文　
大
提
灯
二
ツ
釣
か
ね
一
弐
両
弐
分
也　
賓
頭
盧
大
黒
天　
　
　
一
壱
両
弐
分
也　
柳
町
南
町
　
　
　
　
　
　
　
高
戎
法
印
像
蘭
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄
間
二
間
寄
附
江
　
　
　
　
　
　
　
紋
一
ツ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
伝
一
拾
両
者　
　
　
法
音
寺　
　
　
　
　
　
一
壱
両
ト　
　
　
大
町
下
通
金
燈
籠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
貫
九
百
文　
弐
基
大
挑
灯
二
ツ
江
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寄
附
手
伝
一
壱
両
也　
　
　
米
埜
次
左
衛
門
江　
　
一
九
両
也　
林
泉
寺　
西
蓮
寺
　
　
　
　
　
　
　
寄
附
金
之
内
返
ス　
　
　
　
　
　
　
法
泉
寺　
石
井
半
兵
衛
一
壱
両
也　
　
　
藤
倉
次
左
衛
門
江　
　
　
右
四
ケ
処
江
礼
致
候
処
、
此
金
子
　
　
　
　
　
　
　
右
同
断　
　
　
　
　
　
　
寄
附
ニ
致
候
段
ニ
付
封
印
ノ
侭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
取
大
元
帳
江
寄
附
ニ
付
出
候
事
一
弐
拾
三
両　
　
江
戸
大
門
通　
　
　
　
一
拾
七
貫
八
百
文　
鈴
木
善
兵
衛
江
　
　
　
二
分
也　
　
銅
屋
仁
兵
衛
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ほ
ら
し
肉
弐
本
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ほ
ら
し
肉
拾
二
本
一
弐
両
壱
分
也　
真
鍮
御
膳
器
九
ツ　
一
弐
朱
ト　
今
泉
善
次
内
須
川
伊
右
衛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
六
拾
七
貫　
門
■
、
人
足
壱
人
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
三
拾
壱
文　
谷
地
か
や
お
の
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
、
右
銘
細
本
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帳
ニ
印
有
一
壱
両
也　
北
町
講
中
大
檀　
　
　
　
一
弐
両
壱
分　
　
両
替
損
悪
金
損
　
　
　
　
　
奉
納
江
手
伝　
　
　
　
　
　
　
　
三
朱
也
　
　
覚
一
金
三
両
也　
　
御
堂
縁
下
貫
　
　
　
　
　
　
　
弐
通
打
附
中
勘
　
〆
右
之
通
請
取
置
申
候
、
以
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
割
所
　
　
覚
一
金
拾
六
両
也　
　
手
挟
四
ツ
　
〆
右
代
金
当
役
場
江
請
取
置
申
候
、
以
上
　
　
　
閏
九
月　
　
　
　
　
　
　
　
郡
割
所
　
　
右
御
杣
之
内
金
子
請
取
申
事
一
金
三
拾
両
也　
天
保
十
三
年　
　
　
一
金
三
拾
両
也　
天
保
十
三
年
　
　
　
　
　
　
　
六
月
十
三
日
請
取　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
三
日
請
取
一
金
七
拾
両
也　
同
九
月
十
五
日
請
取
一
金
五
拾
四
両
也
同
十
二
月
四
日
請
取
一
金
弐
拾
両
也　
同
十
二
月
廿
日
請
取
一
金
九
両
也　
　
お
の
か
ら
よ
し
代
一
金
六
拾
両
也　
天
保
十
四
年
卯　
　
一
金
七
拾
両
也　
天
保
十
四
年
　
　
　
　
　
　
　
正
月
廿
一
日
請
取　
　
　
　
　
　
　
　
二
月
廿
三
日
請
取
一
金
六
拾
両
也　
閏
三
月
廿
日
請
取　
一
金
六
拾
両
也　
閏
三
月
廿
八
日
請
取
　
　
〆
金
四
百
六
拾
三
両
也
　
　
右
之
通
請
取
申
候
処
実
正
也
、
依
如
件
　
　
　
天
保
十
四
年
四
月
四
日　
　
　
斎
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
嘉
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
酒
盃
暃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
間
次
右
衛
門
　
　
　
覚
一
金
弐
拾
両
也
　
右
者
成
嶋
村
石
切
伝
左
衛
門
・
五
右
衛
門
江
可
相
渡
分
　
石
工
代
中
勘
預
置
申
候
、
依
如
件
　
　
天
保
十
四
年
四
月
十
二
日　
　
　
江
部
長
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
源
介
　
御
杣
金
之
内
奉
納
施
主
直
々
請
取
可
申
様
被　
仰
付
、
御
差
向
ニ
相
成
候
分
左
ニ
一
金
拾
両
也　
南
町
下
通
り　
　
　
　
一
金
三
両
也　
南
町
上
通
り
　
　
　
　
　
　
大
欄
間
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獅
子
象
三
ツ
一
金
三
両
也　
同
中
通
獅
子
象
三
ツ　
一
金
五
両
也　
馬
喰
町
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し
ゆ
ミ
た
ん
ひ
ん
つ
る
一
金
拾
両
也　
高
山
吉
兵
衛　
　
　
　
一
金
弐
両
ハ　
寺
町
今
町
　
　
　
　
　
　
内
神
欄
間
三
間
代　
　
　
　
　
　
　
　
組
子
戸
前
一
金
五
両
也　
柳
町
上
通
り　
　
　
　
一
金
四
両
ト　
中
村
宗
四
郎
量
之
　
　
　
　
　
　
中
村
宗
四
郎
量
之　
　
七
百
弐
十
文　
南
町
中
通
南
之
方
　
　
　
　
　
　
さ
り
ら
ん
間
代
之
内　
　
　
　
　
　
　
御
縁
通
高
欄
　
　
〆
金
四
拾
弐
両
ト
銭
七
百
弐
十
文
右
奉
納
施
主
よ
り
直
々
請
取
申
様
御
差
向
ニ
相
成
候
処
、
金
高
四
拾
弐
両
ト
七
百
弐
十
文
、
五
月
十
五
日
迄
不
残
請
取
、
御
差
向
分
皆
済
ニ
罷
成
申
候
、
此
段
御
安
心
可
被
下
候
、
仍
印
形
如
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
間
次
右
衛
門　
渋
谷
嘉
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
酒
盃
鼎　
　
　
斎
藤
吉
右
衛
門
一
金
六
拾
両
也　
天
保
十
四
年　
　
一
金
八
両
弐
分
也　
天
保
十
四
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
四
月
十
六
日
正
金
請
取　
　
　
　
　
　
廿
五
日
四
人
江
被
成
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
候
御
祝
儀
如
上
一
金
弐
両
弐
分　
柱
立
初
よ
り
家
根　
　
　
　
　
　
弐
朱
也　
成
就
迄
諸
懸
り　
　
〆
金
七
拾
壱
両
弐
朱
也
　
　
　
　
　
　
　
慥
ニ
請
取
申
候
　
両
口
合　
金
百
拾
三
両
弐
朱
ト
銭
七
百
弐
十
文
右
之
通
金
高
慥
ニ
請
取
申
処
実
正
也
、
仍
如
件
　
天
保
十
四
年
四
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
斎
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
嘉
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
酒
盃
鼎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
間
次
右
衛
門
　
御
杣
高
之
内
請
取
申
金
子
之
事
一
金
拾
両
ト
銭
百
八
十
文　
　
　
　
　
　
正
金
如
上
〆
右
之
通
慥
ニ
請
取
申
処
実
正
ニ
御
座
候
、
仍
如
件
　
天
保
十
四
年
四
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
斎
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
嘉
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
酒
盃
鼎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
間
次
右
衛
門
　
天
保
十
四
年
十
六
日
調
一
金
六
百
八
拾
六
両
壱
分
也　
　
御
普
請
悉
皆
成
就
迄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杣
高
　
右
之
内
　
一
金
四
百
六
拾
三
両
也　
　
　
卯
三
月
廿
八
日
迄
請
取
高
　
一
金
弐
拾
両
也　
　
　
　
　
　
石
代
御
渡
　
一
金
百
弐
拾
三
両
壱
分
也　
　
卯
四
月
十
六
日
請
取
　
　
〆
金
六
百
六
両
壱
分
也
　
総
差
引
残　
金
八
拾
両
也
右
之
通
御
普
請
御
成
就
迄
金
高
之
内
追
々
御
渡
被
下
残
金
八
拾
両
者
御
預
置
被
下
、
当
卯
六
月
悉
皆
御
成
満
之
上
、
目
出
度
御
渡
被
下
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、
連
印
仍
如
件
　
　
天
保
十
四
年
四
月
十
六
日　
　
　
　
　
斎
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
嘉
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
酒
盃
鼎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
房
間
次
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
江
部
長
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
小
嶋
秀
之
助
殿
　
　
　
　
　
　
　
池
田
壮
蔵
殿
　
　
　
　
　
　
　
小
山
源
介
殿
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今
泉
善
次
殿
　
　
　
　
　
　
　
内
須
川
伊
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
六
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
伊
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
河
江
佐
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
半
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
谷
彦
総
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
倉
冨
蔵
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
宗
四
郎
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
孝
介
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
分
味
之
蔵
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
森
佐
四
郎
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
伊
右
衛
門
殿
　
　
六
月
十
日
入
仏
供
養
ニ
付
諸
人
江
振
舞
候
献
立
左
ニ
一
赤
飯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
酒
一
煮
染　
　
大
こ
ん
干　
　
一
重　
大
こ
ん
干
　
　
　
　
　
な
す　
　
　
　
　
　
　
生
こ
ん
　
　
　
　
　
生
こ
ん　
　
　
　
　
　
な
す
　
　
　
　
　
詰
こ
ん
ふ　
　
一
鉢　
き
う
り
引
　
　
外
ニ
ミ
そ
漬
弐
切
ツ
　ヽ
　
　
し
そ
　
　
　
以
上
　
右
之
通
為
御
入
料
　
　
一
金
五
両
也　
　
諸
買
物
代
分
　
　
一
弐
拾
三
俵　
　
餅
米
　
　
一
弐
千
盃　
　
　
酒
　
　
〆
右
之
通
御
渡
シ
被
下
候
上
ハ
拙
者
共
相
量
、
諸
人
江
振
舞
可
候
、
尤
右
高
ニ
て
ハ
無
覚
束
候
得
共
、
尚
又
拙
者
共
諸
方
勧
化
致
諸
品
も
ら
ひ
受
、
急
度
無
御
間
欠
取
量
可
申
候
、
為
御
安
心
差
上
申
一
札
仍
如
件
　
天
保
十
四
年
四
月
十
六
日　
　
　
　
高
山
吉
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
木
卯
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
卯
右
衛
門
　
　
　
　
　
江
部
長
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
小
嶋
秀
之
助
殿
　
　
　
　
　
池
田
壮
蔵
殿
　
　
　
　
　
小
山
源
介
殿
　
　
　
　
　
今
泉
善
次
殿
　
　
　
　
　
内
須
川
伊
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
御
施
主
中
六
月
十
日
御
入
仏
ニ
付
朝
御
賄
、於
幸
徳
院
御
僧
中
様
五
十
人
前
仕
出
仕
被　
仰
付
、
杣
左
ニ
申
上
候
　
　
皿　
八
文　
油
上
ヶ
麩　
　
　
　
汁　
こ
ま
こ
ま
と
う
ふ
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手
塩
木
瓜
漬
　
　
平　
麩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
　
　
　
　
茄
子
　
　
　
　
し
ゐ
た
け
　
　
　
　
さ
ゝ
け
　
　
　
　
引
こ
ん
　
　
御
酒
さ
か
な
　
　
敷
紙　
昆
布　
　
　
鉢　
さ
ゝ
け
和
合　
　
鉢　
葛
溜
　
　
　
　
　
ゆ
へ
し
右
代
料
金
壱
両
申
請
、
尤
米
味
噌
之
儀
ハ
法
音
寺
様
よ
り
請
取
、
酒
ハ
笹
埜
村
役
よ
り
請
取
、
被
届
無
御
間
欠
仕
出
し
差
上
可
申
候
、
為
念
差
上
申
一
札
、
仍
如
件
　
天
保
十
四
年
四
月
十
六
日　
　
　
品
川
屋
八
右
衛
門
　
　
　
　
　
江
部
長
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
小
嶋
秀
之
助
殿
　
　
　
　
　
池
田
壮
蔵
殿
　
　
　
　
　
小
山
源
介
殿
　
　
　
　
　
今
泉
善
次
殿
　
　
　
　
　
内
須
川
伊
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
御
施
主
中
　
六
月
十
日
入
仏
供
養
大
曼
荼
羅
供
修
行
入
用
之
品
請
取
申
事
一
弐
朱
也　
　
　
五
宝　
　
　
　
　
一
弐
朱
也　
　
　
五
色
仏
供
一
弐
分
也　
　
　
菓
子　
　
　
　
　
一
壱
分
也　
　
　
餅
一
弐
百
也　
　
　
筋
引　
　
　
　
　
一
五
百
文　
　
　
杉
原
式
帖
一
七
百
五
拾
文　
中
折
五
状　
　
　
一
四
百
文　
　
　
ち
子
両
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礼
物
一
壱
分
也　
　
　
散
花
数
百　
　
　
一
弐
分
也　
　
　
人
足
礼
一
五
百
文　
　
　
氷
砂
糖　
　
　
　
一
三
百
文　
　
　
水
菓
子
一
弐
朱
也　
　
　
沈
香　
　
　
　
　
一
百
文　
　
　
　
び
や
う
檀
一
弐
朱
也　
　
　
五
種
香　
　
　
　
一
弐
百
文　
　
　
櫁
香
一
弐
百
文　
　
　
塗
香　
　
　
　
　
一
壱
分
也　
　
　
木
綿
損
料
一
壱
分
也　
　
　
貝
吹　
　
　
　
　
一
弐
百
文　
　
　
朽
軽
箱
　
　
　
　
　
　
　
両
人
礼
一
六
百
文　
　
　
白
砂
糖　
　
　
　
一
六
両
壱
分
也　
総
布
施
　
〆
金
八
両
三
分
ト
銭
三
貫
九
百
五
十
文
　
　
　
右
之
外
品
物
ニ
而
御
渡
被
成
候
品
左
ニ
　
八
寸
角　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
■
掛
一
大
卒
都
婆
弐
本　
一
燈
籠
油
壱
貫
目　
一
蝋
そ
く
百
挺
一
牡
丹
大
花
弐
本　
一
中
花
弐
本　
　
　
一
五
色
蓮
花
五
本
一
御
前
花
壱
本　
　
一
ち
子
花
弐
本　
　
一
六
合
花
拾
弐
本
一
ま
ん
ち
う
五
百　
一
こ
も
百
数
〆右
之
通
請
取
申
処
実
正
ニ
候
、
然
上
者
た
と
へ
不
足
之
品
有
之
共
、
拙
寺
共
相
弁
ひ
御
供
養
無
滞
成
就
可
致
候
、
御
安
心
可
被
成
候
、
連
印
仍
如
件
　
　
天
保
十
四
年
四
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
延
寿
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
養
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
王
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
乗
寺
　
　
　
　
　
　
江
部
長
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
小
嶋
秀
之
助
殿
　
　
　
　
　
　
池
田
壮
蔵
殿
　
　
　
　
　
　
小
山
源
介
殿
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今
泉
善
次
殿
　
　
　
　
　
　
内
須
川
伊
右
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
伊
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殿
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中
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「
萬
歳
録
」
解
読
（
表
紙
）
萬
歳
録
（
印
）
天
保
四
年
癸
巳
の
夏
、
舞
高
の
災
に
笹
野
の
霊
場
灰
と
な
り
ぬ
、
八
海
山
前
住
阿
闍
梨
高
戒
法
印
再
建
を
企
て
、
現
住
阿
闍
梨
宥
善
法
印
こ
れ
に
継
て
切
を
果
さ
ん
と
欲
し
給
ふ
に
救
の
信
主
あ
り
、
そ
の
中
に
十
有
六
人
の
大
願
主
有
り
て
、
十
方
に
乞
ひ
信
施
を
願
ふ
尊
哉
、
観
音
妙
知
力
と
は
大
悲
の
金
言
也
、
し
か
り
と
い
へ
と
も
分
を
借
り
さ
る
事
な
し
、
亦
分
の
お
よ
ふ
所
に
あ
ら
す
、
実
に
観
音
の
妙
知
力
に
よ
ら
す
ん
ハ
角
て
、
此
大
業
を
果
す
を
得
ん
や
、
古
人
の
云
く
、事
を
は
か
る
ハ
人
に
あ
り
、
事
を
な
す
ハ
天
に
あ
り
と
断
の
謂
乎
、
依
て
十
方
縁
有
も
縁
無
も
務
て
力
を
尽
し
な
は
檀
波
羅
蜜
の
正
行
に
至
ん
、
大
慈
菩
薩
歓
修
の
謁
に
云
、
二
人
を
勧
て
善
を
修
せ
し
む
れ
ば
自
己
の
精
進
に
比
す
、
勧
て
十
人
に
至
れ
は
福
徳
無
量
な
り
、
若
百
と
千
と
を
勧
れ
は
名
つ
け
て
真
の
菩
薩
と
す
、
又
万
数
に
過
れ
は
即
是
如
来
也
と
云
々
、
嗟
呼
我
等
等
幸
ひ
に
遇
難
き
の
時
に
逢
ひ
衆
を
勧
て
善
種
を
福
田
に
植
し
め
ん
、
希
は
十
方
の
信
士
共
に
助
力
し
衆
を
歓
て
財
宝
を
喜
捨
せ
し
め
ハ
、
速
に
補
陀
落
の
霊
場
を
成
就
せ
し
め
ん
、
さ
れ
は
大
悲
の
妙
知
力
と
ハ
能
世
間
の
苦
を
救
ふ
誓
願
た
の
み
あ
り
、
或
日
宥
善
法
印
予
に
告
て
云
、
い
つ
れ
も
家
業
に
邊
な
き
十
六
の
人
々
巳
か
活
計
を
抛
ち
勧
化
に
十
方
を
廻
る
善
哉
、
此
信
主
あ
ら
さ
ら
ま
し
か
は
い
つ
の
日
か
成
就
を
得
ん
、
日
毎
勤
行
の
姓
名
を
し
る
し
一
冊
と
な
し
、
萬
世
録
と
名
け
本
尊
の
前
江
秘
め
置
か
は
萬
々
世
家
門
繁
栄
求
願
成
就
、
悉
地
円
満
の
祈
念
怠
慢
無
か
ら
し
む
、
依
て
こ
の
冊
に
席
せ
よ
と
命
し
給
、再
三
辞
す
と
い
へ
と
も
許
し
給
ハ
す
、
唯
信
志
の
筆
を
染
よ
と
あ
れ
は
固
辞
も
却
て
い
や
な
し
と
唯
一
心
に
合
掌
し
乃
至
回
向
法
界
と
爾
云
　
天
保
十
三
年
壬
寅
中
夏
五
日
　
　
　
　
　
　
豊
秋
舎
渡
辺
廣
繁
謹
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
）（
印
）
天
保
十
三
年
二
月
廿
五
日
立
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
渡
辺
伊
右
衛
門
二
月
廿
六
日
立
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
川
村
半
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
渡
辺
伊
右
衛
門
二
月
廿
七
日
立
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
川
村
半
兵
衛
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
二
月
廿
八
日
立
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
川
村
半
兵
衛
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
同　
廿
九
日
　
　
助
力　
鈴
木
奥
右
衛
門
　
　
　
　
　
嶋
貫
権
蔵
立
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
粡
町　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
岩
間
甚
三
郎
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
二
月
晦
日
立
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
粡
町　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
川
村
半
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
三
月
朔
日
立
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
四
月
五
日
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
粡
町　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
高
橋
伊
兵
衛
　
　
　
　
高
橋
六
右
衛
門
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渡
部
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
　
嶋
貫
権
蔵
四
月
六
日
粡
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
北
町　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
川
村
半
兵
衛
　
　
　
　
高
橋
六
右
衛
門
　
　
　
　
渡
部
長
吉
五
月
十
七
日
大
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
鈴
木
奥
右
衛
門
　
　
　
　
　
竹
田
伊
勢
次
郎
　
五
月
十
八
日
大
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
中
村
新
右
衛
門
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
鈴
木
奥
右
衛
門
　
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
　
　
　
　
　
林
嵜
十
次
郎
五
月
十
九
日
大
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
同　
新
右
衛
門
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
高
橋
六
右
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
鈴
木
奥
右
衛
門
　
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
　
　
　
　
　
林
崎
十
次
郎
　
　
　
　
　
渡
部
伊
三
郎
同　
二
十
日
大
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
柳
町　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
林
崎
十
次
郎
　
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
　
　
　
　
　
神
尾
次
郎
兵
衛
　
　
　
　
　
渡
部
伊
三
郎
　
　
　
　
高
山
吉
右
衛
門
五
月
廿
一
日
粡
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
銅
屋
町　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
高
橋
伊
兵
衛
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
寒
川
江
佐
右
衛
門
　
　
　
　
高
橋
六
右
衛
門
　
　
　
　
板
谷
彦
総
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
林
崎
十
次
郎
　
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
　
　
　
　
　
佐
藤
孫
総
　
　
　
　
　
金
澤
市
五
郎
　
　
　
　
　
松
葉
総
左
衛
門
五
月
廿
二
日
柳
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
免
許
町　
高
橋
六
右
衛
門
東
寺
町　
板
谷
彦
総
川
井
小
路
高
橋
嘉
左
衛
門
割
出
町　
中
村
総
四
郎
今
町　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
　
　
　
　
　
江
口
利
助
　
　
　
　
　
宮
川
政
蔵
　
　
　
助　
小
池
忠
蔵
　
　
　
　
　
渡
部
作
右
衛
門
　
　
　
力　
遠
藤
清
右
衛
門
　
　
　
　
　
村
上
善
太
郎
　
　
　
　
　
鈴
木
文
次
　
　
　
　
　
村
上
長
七
　
　
　
　
　
小
林
文
蔵
　
　
　
　
　
三
瓶
喜
三
郎
　
　
　
　
　
金
澤
茂
右
衛
門
五
月
廿
三
日
川
井
小
路
遠
藤
権
兵
衛
割
出
町　
高
橋
伊
兵
衛
東
寺
町　
渡
部
伊
三
郎
　
　
助
力　
林
崎
十
次
郎
　
　
　
　
　
江
口
利
助
　
　
　
　
　
小
林
文
蔵
　
　
　
　
　
遠
藤
清
右
衛
門
　
　
　
　
　
村
上
善
太
郎
　
　
　
　
　
前
山
久
四
郎
五
月
廿
四
日
大
町　
　
渡
部
伊
三
郎
　
　
　
　
同　
長
吉
　
　
　
　
同　
長
助
　
　
助
力　
林
崎
十
次
郎
　
　
　
　
　
い
せ
や
七
右
衛
門
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渡
部
作
兵
衛
　
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
　
右
両
人
　
　
　
　
　
笹
野
江
行
五
月
廿
五
日
東
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
南
町　
　
中
村
総
四
郎
馬
口
労
町
神
尾
安
右
衛
門
こ
ん
や
町
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
神
尾
彦
右
衛
門
　
　
　
　
　
林
崎
十
次
郎
　
　
　
　
　
宮
川
政
蔵
　
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
　
　
　
　
　
寺
嶋
清
左
衛
門
　
　
　
　
　
小
嶋
弥
六
　
　
　
　
　
安
彦
専
助
　
　
　
　
　
長
谷
部
十
吉
　
　
　
　
　
鈴
木
長
七
　
　
　
　
　
小
林
文
蔵
五
月
廿
六
日
東
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
南
町　
　
井
上
甚
兵
衛
馬
口
労
町
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
宮
川
政
蔵
　
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
　
　
　
　
　
小
嶋
弥
六
　
　
　
　
　
安
彦
専
助
　
　
　
　
　
寺
嶋
清
左
衛
門
　
　
　
　
　
長
谷
部
十
吉
五
月
廿
七
日
粡
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
高
橋
六
右
衛
門
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
寒
川
江
佐
右
衛
門
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
三
郎
　
　
助
力　
嶋
貫
権
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
文
蔵
　
　
　
　
　
鈴
木
長
七
　
　
　
　
　
三
瓶
喜
三
郎
五
月
廿
七
日
南
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
馬
口
労
町
渡
部
長
吉
　
　
在
宅
奉
加
帳
調
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
会
津
屋
刀
松
　
　
　
　
　
長
谷
部
十
吉
　
　
　
　
　
三
原
甚
兵
衛
　
　
　
　
　
林
崎
十
次
郎
　
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
　
　
　
　
　
寺
嶋
清
左
衛
門
　
　
　
　
　
安
斎
吉
兵
衛
　
　
　
　
　
会
津
や
角
蔵
　
　
　
　
　
車
力　
某
五
月
廿
八
日
立
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
長
吉
上
・
下
花
沢　
星
忠
益
　
　
助
力　
梅
津
嘉
内
　
　
　
　
　
鈴
木
林
兵
衛
　
　
　
　
　
我
彦
重
兵
衛
　
　
　
　
　
湯
澤
平
兵
衛
　
　
　
　
　
き
し
ら
や
彦
蔵
　
　
　
　
　
横
尾
吉
蔵
　
　
　
　
　
渡
部
伊
兵
衛
　
　
　
　
　
林
崎
十
次
郎
　
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
五
月
廿
八
日
粡
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
座
頭
町　
遠
藤
吉
右
衛
門
信
夫
町　
高
橋
嘉
左
衛
門
銅
屋
町　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
高
橋
巳
之
助
　
　
助
力　
嶋
貫
権
蔵
　
　
　
　
　
新
国
権
蔵
　
　
　
　
　
中
村
与
兵
衛
　
　
　
　
　
鹿
又
忠
蔵
　
　
　
　
　
松
葉
や
長
蔵
　
　
　
　
　
鹿
俣
栄
蔵
　
　
　
　
　
鈴
木
奥
右
衛
門
五
月
廿
九
日
立
町　
　
渡
部
長
吉
下
長
井
よ
り
宮
内
辺
迄　
　
　
　
　
藤
倉
冨
蔵
　
助
力　
杉
原
藤
助
　
　
助
力　
渡
部
伊
兵
衛
　
　
　
　
　
鈴
木
林
兵
衛
　
　
　
　
　
山
口
友
蔵
　
　
　
　
　
梅
津
嘉
内
　
　
　
　
　
横
尾
吉
蔵
　
　
　
　
　
吾
妻
十
兵
衛
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林
崎
十
次
郎
五
月
廿
九
日
粡
町　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
銅
屋
町　
高
橋
巳
之
助
長
町　
　
渡
部
伊
三
郎
北
町　
　
板
谷
彦
総
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
右
三
人
　
　
　
　
　
　
　
笹
野
村
役
人
中
へ
　
　
　
　
　
　
　
応
対
用
相
勤
　
　
助
力　
竹
内
久
右
衛
門
　
　
　
　
　
鹿
又
栄
蔵
　
　
　
　
　
嶋
貫
権
蔵
　
　
　
　
　
松
葉
や
総
左
衛
門
　
　
　
　
　
玉
屋
六
月
朔
日
鍛
冶
町　
遠
藤
総
兵
衛
鉄
砲
や
町
渡
部
伊
右
衛
門
桶
屋
町　
同　
伊
三
郎
地
番
匠
町
同　
長
吉
大
町
下
通
同　
長
助
茶
洗
町　
高
橋
嘉
左
衛
門
同
片
町
東
町
大
町
上
　
　
助
力　
渡
部
伊
兵
衛
　
　
　
　
　
江
口
利
助
　
　
　
　
　
小
嶋
弥
六
　
　
　
　
　
吾
彦
専
助
　
　
　
　
　
宮
川
政
蔵
　
　
　
　
　
剱
重
吉
郎
兵
衛
　
　
　
　
　
梅
津
嘉
門
　
　
　
　
　
小
林
文
三
郎
　
　
　
　
　
鈴
木
長
七
　
　
　
　
　
金
澤
市
五
郎
六
月
六
日
大
町　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
三
郎
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
林
崎
十
次
郎
　
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
同
七
日
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
情
野
七
右
衛
門
　
　
　
　
　
林
崎
十
次
郎
六
月
六
日
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
近
野
新
次
郎
同　
七
日
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
近
野
新
次
郎
六
月
十
四
日
米
野
次
左
衛
門
大
施
主
人
数
ニ
頼
　
宥
善
法
印　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
六
月
十
日
　
　
　
　
小
林
文
蔵
　
　
　
　
同　
文
三
郎
　
　
　
　
鈴
木
長
七
　
　
　
六
月
二
十
八
日
　
　
　
　
情
野
七
右
エ
門
　
　
　
　
林
嵜
十
次
郎
七
月
晦
日
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
藤
倉
冨
蔵
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
板
谷
彦
総
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
高
橋
六
右
衛
門
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
八
月
二
日
　
　
　
　
国
分
味
之
蔵
　
　
　
　
山
森
佐
四
郎
　
　
　
　
中
村
吉
兵
衛
　
　
　
　
右
三
人
大
施
主
　
　
　
　
人
数
加
入
相
頼
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
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中
村
伊
左
衛
門
　
　
　
　
同　
総
四
郎
　
　
　
　
藤
倉
冨
蔵
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
高
橋
六
右
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
免
許
町
勧
化
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
三
郎
　
　
　
　
助
力　
　
　
　
　
　
江
口
利
助
九
月
朔
日
八
海
山
会　
　
　
　
　
藤
倉
冨
蔵
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
高
橋
伊
兵
衛
　
　
　
　
川
村
半
兵
衛
　
　
　
　
鈴
木
伊
久
蔵
　
　
　
　
遠
藤
吉
次
　
　
　
　
国
分
味
之
蔵
　
　
　
　
高
橋
巳
之
助
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
九
月
二
日
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
中
村
伊
左
衛
門
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
川
村
清
三
郎
　
　
　
　
高
橋
伊
平
九
月
七
日
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
山
森
佐
四
郎
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
九
月
八
日
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
山
森
佐
四
郎
　
　
　
　
中
村
伊
左
衛
門
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
九
月
十
日
　
　
　
　
板
谷
彦
総
　
　
　
　
中
村
伊
左
衛
門
　
　
　
　
同　
総
四
郎
九
月
十
一
日
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
九
月
十
二
日
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
梅
津
嘉
兵
衛
九
月
十
三
日
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
梅
津
嘉
兵
衛
同
日
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
九
月
十
四
日
出
立
同　
廿
一
日
帰
宅
　
　
　
　
藤
倉
冨
蔵
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
杉
原
藤
助
九
月
十
七
日
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
九
月
十
九
日
出
立
、
同
廿
三
日
帰
宅
御
領
竹
森
よ
り
諸
々
勧
化
　
　
　
　
近
野
新
五
郎
　
　
　
　
小
林
文
三
郎
十
一
月
十
二
日
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
山
森
佐
四
郎
　
　
　
　
国
分
巳
之
蔵
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
板
谷
彦
総
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
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十
一
月
十
三
日
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
林
崎
十
次
郎
　
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
十
一
月
十
四
日
勧
金
帳
合
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
川
村
清
三
郎
同
十
五
日
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
十
一
月
十
七
日
　
　
　
　
板
谷
彦
総
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
同
十
八
日
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
剱
重
吉
次
九
月
十
九
日
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
兵
衛
　
　
　
　
同　
長
助
　
　
助
力　
情
野
七
右
衛
門
　
　
　
　
　
林
崎
十
次
郎
　
　
　
　
　
長
谷
部
十
吉
　
　
　
　
　
佐
野
川
清
次
十
一
月
廿
日
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
藤
倉
冨
蔵
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
霜
月
廿
一
日
十
五
人　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
川
村
清
三
郎
　
　
　
　
山
森
佐
四
郎
十
一
月
廿
一
日
連
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
高
橋
巳
之
助
　
　
　
　
国
分
味
之
蔵
　
　
　
　
石
田
名
助
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
　
剱
重
吉
次
　
　
　
施　
永
井
屋
清
蔵
　
　
　
　
　
八
百
屋
彦
左
衛
門
　
　
　
　
　
花
澤
安
右
衛
門
　
　
　
　
　
藤
倉
次
左
衛
門
　
　
　
　
　
梅
津
嘉
兵
衛
　
　
　
食　
渡
部
伊
兵
衛
　
　
　
　
　
高
橋
六
右
衛
門
　
　
　
　
　
金
澤
権
兵
衛
施
食
　
　
　
　
　
　
　
　
萬
蔵
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
中
村
伊
左
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
施　
板
谷
彦
総
　
　
　
　
　
山
森
佐
四
郎
　
　
　
　
　
国
分
味
之
蔵
　
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
　
九
里
三
郎
兵
衛
　
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
食　
藤
倉
冨
蔵
　
　
　
　
　
遠
藤
寅
左
衛
門
　
　
　
　
　
川
村
伊
七
　
　
　
　
　
吉
井
忠
左
衛
門
　
　
　
施　
須
貝
次
郎
兵
衛
　
　
　
　
　
相
場
久
左
衛
門
　
　
　
　
　
市
川
吉
郎
兵
衛
　
　
　
　
　
川
村
半
兵
衛
　
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
　
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
　
木
村
藤
七
　
　
　
　
　
寒
川
江
佐
右
衛
門
　
　
　
　
　
三
原
甚
兵
衛
　
　
　
　
　
高
橋
廣
次
　
　
　
　
　
鈴
木
奥
右
衛
門
　
　
　
　
　
山
内
顕
助
　
　
　
　
　
紙
屋
藤
右
衛
門
　
　
　
食　
竹
田
伊
せ
次
郎
　
　
　
　
　
金
澤
市
五
郎
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金
澤
茂
右
衛
門
　
　
　
　
　
鹿
俣
栄
蔵
　
　
　
　
　
植
木
彦
兵
衛
　
　
　
　
　
杉
原
藤
助
　
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
　
寒
川
江
佐
蔵
　
　
　
　
　
染
屋
平
右
衛
門
　
　
　
　
　
木
や
孝
助
右
に
施
食
と
書
け
る
ハ
施
主
中
の
多
人
数
早
朝
よ
り
勧
化
に
相
廻
り
候
に
、
三
宝
帰
依
信
者
の
面
々
歓
喜
は
絶
候
、
あ
る
ひ
ハ
朝
飯
あ
る
ひ
ハ
昼
ま
た
ハ
夜
食
な
ん
と
を
態
に
も
て
な
し
さ
ふ
ら
う
は
、
ま
た
ま
た
観
世
音
の
部
類
眷
属
と
思
ひ
の
ふ
か
く
な
る
へ
し
、
こ
の
厚
意
に
春
の
日
を
長
し
と
を
も
わ
す
、
三
伏
の
暑
を
凌
き
冬
の
吹
雪
を
寒
し
と
せ
す
、出
家
の
身
に
も
あ
ら
す
、
凡
俗
の
我
等
い
か
ん
と
こ
れ
を
回
向
せ
ん
や
、
さ
れ
ハ
と
て
打
捨
今
も
あ
ら
さ
れ
は
こ
の
冊
に
し
る
し
本
尊
の
宝
前
へ
納
、
永
久
冨
貴
繁
昌
如
意
御
守
護
希
の
み
十
一
月
廿
二
日
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
山
森
佐
四
郎
　
　
　
　
国
分
巳
之
助
　
　
　
　
石
田
名
助
　
　
　
　
花
澤
安
右
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
　
剱
重
吉
次
十
一
月
廿
三
日
　
　
　
　
山
森
佐
四
郎
　
　
　
　
国
分
巳
之
蔵
　
　
　
　
高
橋
巳
之
助
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
長
助
　
　
　
　
　
鹿
俣
栄
蔵
　
　
　
　
　
剱
重
吉
次
十
一
月
廿
四
日
　
　
　
　
板
谷
彦
総
　
　
　
　
高
橋
巳
之
助
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
川
村
清
三
郎
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
山
森
佐
四
郎
　
　
　
　
　
小
林
文
三
郎
　
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
同
廿
五
日
　
　
　
　
板
谷
彦
総
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
高
橋
巳
之
助
　
　
　
　
近
野
新
五
郎
　
　
　
　
鈴
木
伊
久
蔵
　
　
　
　
渡
部
長
助
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
助
力　
八
右
衛
門
同
廿
六
日
　
　
　
　
小
林
文
三
郎
　
　
　
　
同　
文
蔵
　
　
　
　
鈴
木
長
七
十
一
月
廿
七
日
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
神
尾
茂
兵
衛
　
　
　
　
　
林
嵜
十
次
郎
　
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
　
　
　
　
　
小
池
忠
蔵
十
一
月
廿
九
日
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
山
森
佐
四
郎
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
川
村
清
三
郎
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
遠
藤
総
三
郎
　
　
助
力　
舩
山
英
助
　
　
　
　
　
剱
重
吉
次
十
一
月
晦
日
　
　
　
　
川
村
清
三
郎
　
　
　
　
遠
藤
総
三
郎
　
　
　
　
渡
部
長
助
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助
力　
小
林
文
蔵
　
　
　
　
　
鈴
木
長
七
十
二
月
五
日
　
　
　
　
遠
藤
総
兵
衛
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
十
二
月
五
日
夜
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
十
二
月
六
日
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
中
村
宗
四
郎
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
十
二
月
七
日
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
　
　
　
　
藤
倉
友
次
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
中
村
新
右
衛
門
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
川
村
清
三
郎
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
寒
川
江
佐
右
衛
門
　
　
　
　
高
橋
六
右
衛
門
　
　
　
　
板
谷
彦
宗
　
　
　
　
国
分
味
之
蔵
　
　
　
　
　
小
林
文
三
郎
　
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
十
二
月
八
日
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　同
九
日
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
同　
総
兵
衛
　
　
　
　
板
谷
彦
総
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
笹
野
村
当
役
面
附
　
肝　
煎　
髙
山
吉
右
衛
門
淨
延
　
欠　
代　
大
木
卯
左
衛
門
義
道
　
長
百
姓　
髙
山
卯
右
衛
門
貞
康
　
　
同　
　
伊
藤
次
三
郎
　
　
同　
　
安
部
八
郎
兵
衛
　
　
同　
　
遠
藤
四
郎
右
衛
門
　
　
天
保
四
春
以
来
去
天
保
十
三
夏
退
役
　
　
当
役
中
別
蓋
丹
誠
　
前
肝
煎　
髙
山
吉
兵
衛
利
忠
　
前
欠
代　
遠
藤
市
右
衛
門
豊
忠
　
　
世
話　
　
加
藤
祐
七
普
請
総
掛
世
話　
髙
山
佐
五
右
衛
門
髙
包
天
保
十
四
年
正
月
八
日 
去
寅
年
総
勘
定
寄
合
　
神
尾
安
右
衛
門
　
遠
藤
総
兵
衛
　
米
野
次
左
衛
門
　
鈴
木
孝
助
　
高
橋
六
右
衛
門
　
藤
倉
金
兵
衛
　
井
上
甚
兵
衛
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
近
野
清
兵
衛
　
板
谷
彦
総
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
中
村
総
四
郎
　
岩
間
勘
三
郎
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
国
分
味
之
蔵
　
遠
藤
権
兵
衛
　
中
村
伊
左
衛
門
　
川
村
清
三
郎
　
山
森
佐
四
郎
正
月
十
七
日
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
同　
伊
兵
衛
　
　
　
　
鈴
木
伊
総
次
　
　
　
　
川
村
彦
兵
衛
同
十
八
日
よ
り
廿
三
日
迄
勘
定
　
　
　
　
川
村
清
三
郎
　
　
　
　
藤
倉
孫
助
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
同　
長
助
正
月
廿
四
日
八
海
山
会
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
井
上
甚
兵
衛
　
　
　
　
中
村
宗
四
郎
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川
村
半
兵
衛
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
国
分
味
之
助
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
二
月
七
日
笹
野　
　
遠
藤
権
兵
衛
行　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
二
月
十
二
日
　
　
　
　
石
井
半
兵
衛
類
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
二
月
十
二
日
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
　
　
　
　
川
村
清
三
郎
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
山
森
佐
四
郎
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
助
力　
寺
嶋
清
左
衛
門
　
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
　
石
井
半
兵
衛
二
月
十
三
日
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
石
井
半
兵
衛
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
同　
十
四
日
　
　
　
　
遠
藤
総
三
郎
　
　
　
　
渡
部
長
助
二
月
十
四
日
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
川
村
清
三
郎
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
同
十
五
日
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
二
月
十
六
日
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
梅
津
嘉
兵
衛
同
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
梅
津
嘉
兵
衛
二
月
廿
日
　
　
　
　
遠
藤
総
三
郎
　
　
　
　
渡
部
長
助
同
廿
一
日
西
蓮
寺
行
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
八
海
山
集
会
同
廿
二
日　
岩
間
勘
三
郎
大
工
棟
梁　
遠
藤
権
兵
衛
対
談　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
八
右
衛
門
宅
中
村
宗
四
郎
　
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
同
廿
五
日
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
二
月
廿
三
日
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
川
村
清
三
郎
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
同
廿
一
日
行
、
廿
七
日
帰
宅
東
御
領
地
勧
化　
情
野
七
右
衛
門
同
廿
六
日
　
　
　
　
渡
部
長
助
　
　
　
　
蓮
沼
喜
右
衛
門
同
廿
七
日
　
　
　
　
渡
部
長
助
　
　
　
　
情
野
七
右
衛
門
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
二
月
廿
八
日
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
同
廿
九
日
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
山
森
佐
四
郎
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国
分
味
之
蔵
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
同　
長
七
二
月
晦
日
斎
藤
伊
右
衛
門
大
施
主
人
数
頼
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
長
吉
三
月
朔
日
　
　
　
　
渡
部
長
助
　
　
　
　
林
崎
十
次
郎
三
月
四
日
　
　
　
　
三
次
兵
衛
　
　
　
　
十
久
次
郎
　
　
　
　
長
安
兵
衛
三
月
五
日
　
　
　
　
遠
藤
総
三
郎
　
　
　
　
渡
部
長
助
三
月
五
日
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
斎
藤
伊
右
衛
門
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
小
林
文
蔵
　
　
　
　
　
同　
文
三
郎
　
　
　
　
　
鈴
木
長
七
三
月
六
日
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
　
　
助
力　
安
斎
吉
兵
衛
　
　
　
　
　
寺
嶋
清
左
衛
門
　
　
　
　
　
会
津
や
刀
松
　
　
　
　
　
鈴
木
文
次
　
　
　
　
　
鈴
木
喜
作
三
月
六
日
　
　
　
　
遠
藤
総
三
郎
　
　
　
　
渡
部
長
助
　
三
月
六
日
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
同
七
日
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
三
月
八
日
　
　
　
　
遠
藤
吉
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
同
人
妻
　
　
　
　
近
野
清
兵
衛
　
　
　
　
鈴
木
孝
助
　
　
　
　
川
村
半
兵
衛
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
米
野
次
左
衛
門
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
　
　
　
　
斎
藤
伊
右
衛
門
　
　
助
力　
山
内
題
助
　
　
　
　
　
九
里
三
郎
兵
衛
三
月
九
日
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
方
　
　
　
　
藤
倉
冨
蔵
　
　
　
　
遠
藤
権
兵
衛
　
　
　
　
中
村
総
四
郎
　
　
　
　
川
村
半
兵
衛
　
　
　
　
高
橋
嘉
左
衛
門
　
　
　
　
岩
間
勘
三
郎
　
　
　
　
渡
部
伊
右
衛
門
　
　
　
　
神
尾
安
右
衛
門
従
三
月
閏
九
月
迄
之
姓
名
繁
忙
ニ
而
巨
細
不
遂
誌
人
々
前
ニ
所
録
見
、
姓
名
を
可
知
其
勲
功
也
　
天
保
十
四
年
閏
九
月
十
三
日　
宥
中
誌
（
印
）
（
印
）
前
住
髙
戒
和
上
立
二
於
大
願
力
一
志
労
テ
修
営
多
年
基
趾
殆
成
其
切
半
途
而
逝
矣
、
予
躡
二
先
修
一
直
継
二
其
志
一
、
雖
レ
然
願
広
力
狭
而
不
レ
堪
、
大
栄
偏
仰
二
於
薩
埵
之
冥
感
一
、
普
頼
二
信
士
之
尽
力
一
、
而
巳
正
通
大
願
助
大
力
者
廣
繁
也
、
随
而
一
十
九
人
之
豪
冨
家
如
何
権
也
、
是
節　
大
士
之
応
化
、
或
現
二
商
人
身
一
、
或
現
二
居
士
身
一
、
或
現
二
長
者
身
一
者
半
彼
菩
薩
而
度
彼
衆
生
此
人
而
助
、
此
願
力
化
縁
与
無
縁
不
レ
分
、
真
兼
レ
俗
令
レ
信
、
於
二
闔
国
一
招
施
、
於
二
十
方
一
其
能
幻
二
出
宝
構
一
、
化
二
現
金
碧
一
、
荘
厳
仏
土
成
就
、
衆
生
者
是
箇
廣
繁
之
大
願
力
也
、
此
人
即　
観
音
歟
観
音
即
此
人
歟
、
法
身
之
応
－ 152 －
用
不
レ
可
レ
知
、
于
レ
時
普
陀
山
呼
而
唱
二
萬
歳
一
冊
二
成
レ
書
復
蔵
之
玉
扉
一
業
火
不
レ
焼
、
魔
風
不
レ
破
二
人
之
帯
一
、
此
幸
徳
回
得
二
於
長
命
之
楽
一
、
箇
々
到
二
彼
笹
野
一
、
共
遊
楽
清
涼
之
月
者
也
　
維
天
保
十
四
年
星
次
癸
卯
　
　
　
閏
九
月
十
有
三
日
　
　
　
八
海
山
現
主
　
　
　
　
法
印
宥
善 
歓
跋
　
　
　
　
　
（
印
）（
印
）
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